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3値入力可能な可換半群の条件を満たす非コミットメント型

AND演算拡張カードベースプロトコルの構成

　　

Constructions of non-commitment card-based

3-inputs extended-AND protocols

that satisfy the conditions of commutative semi-group
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あらまし

2者の AND演算によるマッチングはカードベースプ

ロトコルにおける一般的なアプリケーションであり，気

まずくならない告白ができることが知られている．2者

間の秘密計算によって AND演算出力が 0である場合，

入力が 0だったのか 1だったのかを秘匿できる意味で，

相手に入力がバレないことから気まずくならないとされ

ている．本稿は 0, 1という 2択の入力を持つ通常のAND

演算を拡張し，0でも 1でもない第 3の値「不定」を入

力可能な拡張 ANDプロトコルを考える．ビルディング

ブロックとして 2者間の拡張 AND演算プロトコルを用

い，複数のプロトコルを連続して実行することを想定す

ると，この拡張演算は推移律を満たす必要がある．さら

に AND演算は可換であることから，位数 3の半群がこ

こで扱うべき対象となる．本稿は 0, 1, θを入力とする 3

元の半群としてどのようなバリエーションがあるか完全

に分類を行う．また，その一部については既存の 5 Card

Trickをベースとしてプロトコルを構成することを試み

た．簡便で十分実現可能な実装法として，裏面にして入

力する際に裏面の識別不可能性を持つ同一カード束（名

刺など）を用いれば，その上限の位置関係に応じた入力

方式を提案する．
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